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　 コミュニティの発展に貢献するための取り組み

COMMUNITY

コミュニティの一員として、企業は社会的責任を果たしていかなければなりません。
アクサ ジャパン ホールディングは、AXAグループの一員として
社会の発展に貢献するための社会貢献活動に取り組んでいます。

アクサ　ジャパン　ホールディングはアクサ生命と共同で、2006年から
ブラインドサッカーの普及・認知向上活動を支援しており、2010年か
らは日本ブラインドサッカー協会（JBFA）が実施している「スポ育（出
張授業）プロジェクト」を支援しています。
このプロジェクトは、ブラインドサッカー選手らが小学校に出向き、授業
の中で視覚障害者とともにスポーツを楽しむ機会を提供するもので、子
どもたちが障害者への理解を深め、チームワークの大切さを学んでい
くことを目的としています。

具体的な支援として、授業用のワーク
ブック、教育関係者向けリーフレット、
申し込み受付用の特設サイトなど、同
プロジェクトに必要なツール類を制作
してJBFAに寄贈した他、出張授業
の運営サポート要員として社員ボラ
ンティアを派遣しています。

 ブラインドサッカーの支援活動

アクサ ジャパン ホールディングは
アクサ生命と共同で2008年から
「ブレックファストチャリティ *」を開
催し、聾学校「明晴学園」（東京都
品川区）に対する支援を呼びかけ
ています。このチャリティは、アクサ
生命で働く聾の社員による、同学園
の情報提供がきっかけとなって実現したもので、2010年には趣旨に賛
同した1,000人以上の社員が参加しました。

* 社内で朝食を販売し、その収益金を聾学校へ寄付する活動

 ブレックファストチャリティ

　　ビジョンを共有して、責任ある輪を広げる

アクサ ジャパン ホールディングのビジネスは、多くのお取引先企業に支えられています。
お取引先企業と良好な関係を築き、購買に関するポリシーを共有することで、
責任ある企業の輪を広げる取り組みを続けています。

AXAグループは、お取引先企業に対し、私たちが目指す社会の実現に
向けたビジョンの共有をお願いしています。
多くのサプライヤーと思いを共にし、良好な関係を築くことで、“暮らし
を支える安心づくり”の輪を広げていきます。

サプライヤーにお願いしている3つのこと
 ・ ・ 15歳未満の児童による労働、強制労働を行わず、自らのサプライヤー
や再委託先にも行わせないこと。

 ・ ・ 従業員に安全かつ衛生的な職場環境を保証し、従業員一人ひとりの
自由と結社の自由を尊重すること。

 ・ ・ 従業員の採用と管理において、性別、人種、宗教・政治的な信条による
差別の撤廃を促進すること。

 “暮らしを支える安心づくり”の輪を広げる

SUPPLIERS
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　  環境を守り、育てていくための取り組み

次世代へ向けて、美しい環境を守り育てていくためには、
責任ある企業として自らの事業が環境に与える影響を
軽減する努力を続けていかなければなりません。
アクサ ジャパン ホールディングは、環境を守り、育てていくために、
環境保全活動に取り組んでいます。

社内の省エネルギーを推進
全社員に向け、省エネルギーの注意喚起（PCモニターや電灯のスイッ
チオフ、エアコンの温度調整、プリントの極小化）を促し、エアコンの使
用時間と温度の調整、全社一斉消灯（ランチタイム、21時前）などを行っ
ています。また、紙や電力使用の削減のため、FAX、プリンター、コピー
の機能を併せ持つ複合機を導入するとともに、ライト数の調整で視力の
保護と省エネルギーの両立を図っています。

CO2削減への取り組み
CO2削減のため、オンラインで会議ができるバーチャル会議室を設
置し、音声通話システムを導入しています。

エネルギー消費に関する主要データ
（NBFプラチナタワーアクサ専有部分） 2009年度 2010年度

エネルギー（kWh）

電気消費量 6,893,898 5,603,195

ガス消費量 1,131,927 1,634,933

燃料油、その他エネルギー消費量 0.00 0.00

エネルギーの総消費量 8,025,825 7,238,128

1m2当たりのエネルギー総消費量 461 415

水

上水道水の消費量（m3） 19,011.00 25,740.00

ひとり当たりの上水道水消費量（m3／ FTE） 14.39 13.87

資材 

紙の総消費量（トン） 64 91

ひとり当たりの紙の総消費量（kg／ FTE） 49 49

交通機関（km）

空路、鉄道による出張 6,067,740 6,659,941

AXAグループは、事業による環境への影響を把握するとともに、
より一層の環境負荷の軽減を目指し、
世界の主要事業拠点で環境データを測定し、
環境レポートを毎年公表しています。

アクサ ジャパン ホールディングは、
アクサ生命と共同で経済産業省の
「エネルギーの使用の合理化に関する法律」や、
東京都が定めている温室効果ガスの削減に対応するため、
プロジェクトチームをつくり、
全社一丸となって省エネルギーとCO2削減に努めています。

 環境レポート 省エネルギーとCO2削減

※上記の数値は計測期間等が日本の公的機関に報告しているデータと異なります。
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